
第 53号
昭和57年 5月1日
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甲府市蛾会だより編集委員会

包括(35)7054 甲府市議会事務局

(1) 

姐ク循童会だcJ:lJ
〈らしレ?ふミ“ろろJを基本本司ι陀.棺智
(け3月定例会〉ト孟M…~......... 身同同

-「いのち・
昭和57年度甲府市予算額

335億6.750万3千円

314億6.663万3千円

650億3.413万6千円

一般会計

特別会計

総額
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し押l前[時E もては共 員たか会条心制案ま
て 、、通 十会めわで件酔l 定はまし
、をり の紘停 和喜平 世界唯願の世界の 一、l 三日 設を置し 、冊るは、が等の書寄初を農、たた .紙面あんない・

核兵部「 泉たた州総 ーい 恒久平 ヨ，~包ll- 核兵 ま 条例地畏こ提山ー 喜児祉手 め村新 1頁 E車会概要ほか
すめのので 見 で 案れ仏き』部 締年
ベに の被核あ 阜負債 の、 件られ改 人 2頁一般質問ほか

廃面全撤のであき的積同1書l1尭祖箱柚刊'爆国わり、和は、 .ヨ .哩M匪 間に十三目i 罰委 審を新年たまL正例条信『十ず電 定職員』 家の""長度削の 3頁 予算特別委員会審査状況ほか

るなとかとが人 全を 絶 壊か 手堅・ 主数有読条 4頁条例特別養員会審査状況ほか
と役軍らし国類 iにJlら るか議 給ムι の例

異貝議な 出主終 税庖め理と A と 滋 異議なく いを 更契変約 初日 業例共済条 計 1高宅下る ま当例そ採にび等般玉 ?i の iJ5る己 主玄 に ず行日案の‘ し局案の決つ貸会日そ
現実早l問存との軍縮 ーー 司『縮Z ー は最終 れいに 四 補病新築水造議案和昭 た原十ほのいま3 付計のの査も
続と t岳出をE の 、日 原案も 、任委各常 件 正院資 は五・案ーか結て 事予本結吾

く 」も推 致」 の 十のと 干、金 、十の件の果、業算会果い
日ま「進 一一 工の 11 一六とは反特 、議、ま
悼可の 士」、 に 守、寸 岩ヰ芋r 事窓人一十決可しの一日 計十事一七水i宣等告交通f足舵年 お金算干数多 対 別住に畳 L

た
-
一
加
提
案
さ
れ
、
収
入
役
に
古
屋
一び
甲
府
市
長
の
選
挙
に
お
け
る

終
日
の
二
土
昭
氏
、
監
査
委
員
に
小
林
一
彦
一選
挙
公
報
発
行
に
関
す
る
条

お
い
て
、
二
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
、
ま
た
一例
、
及
び
同
議
員
ほ
か
十
名
か

宅
新
築
資
金
百
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

τ、
甲
府
市
議
会
議
員
及
び
甲

会
計
予
算
告
に
中
村
六
雄
氏
を
再
任
す
る
石
市
長
選
挙
に
お
け
る
ボ
ス
タ

一と
と
に
そ
れ
ぞ
れ
全
会
一
致
で
一l
拘
示
場
の
設
置
に
関
す
る
条

予
算
の
三
案
一
い

一l

一同
意
し
ま
し
た
.

一例
制
定
に

つ
い
て
の
こ
寮
が
提

討
論
が
あ
り
一F

一川

一
ま
た
甲
府
駅
近
代
化
促
進

・
一出
さ
れ
、
所
管
の
総
務
委
員
会

を
も
っ
て
、
一

一I

一
変
通
問
題
、
地
震
防
災
対
策
、
一
に
お
い
て
閉
会
中
の
継
続
審
査

察
七
件
、
条
一

3

一
}

一
国
民
体
育
大
会
対
策
の
各
調
夜
一
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.

一

員

異

議

な

く

一

ー

で

一特
別
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
中
一
ま
た
、
金
峰
前
山
恩
賜
県
有

り
可
決
さ
れ
一1

一

一間
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
.

一財
産
保
措
置
組
合
議
会
議
員
の
選

一
ま
た
、
千
野
議
員
ほ
か
十
二
一
挙
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
日
程

度
に
か
か
わ
一

'

一1

↑

|

一名
か
ら
、
甲
府
市
議
会
議
員
及
一を
終
了
い
た
し
ま
し
た
.

一
会
計
を
初
め
一3

一:

一
害
共
済
、
住
一
f
-
z
f
i
z
z
i
E
i
2
5
f
i
E
Z
E
E
-雪

z
-
2
5
2
2
5
2
2

一
が
昨
日
一
特
別
委
員
会
の
一
部
変
更

件
並
び
に
長
一

-a
n
E

一
本
市
議
会
に
設
置
さ
れ
て
い

一通
問
題
に
関
す
る
嗣
査
特
別
委

部
改
正
等
条
一

一;一ぺ
J

一る
「
国
民
体
育
大
会
対
策
に
関
一
員
会
(
す
二
名
)

委
託
契
約
の
で

一i
t
r

一
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
「
早
一
委
員
長
長
瀬
正
左
衛
門

二
件
で
、
十
て

一
望

}

員
会
で
審
査
一
点
近
代
化
促
進
益
び
に
交
通
一
副
委
員
長
小
林
匡

三
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
一
入
パ
l
セ

y
ト
の
伸
び
、
特
別
一
百
五
十
億
三
千
四
百
十
一
一

一

万

六

一

施

策

の

基

本

理

念

で

あ

る

童

相

の

本

会

議

で
一問
題
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
一

小

河

原

正

平

福

島

勇

昭
和
五
十
七
年
牽
宮
、
ニ
会
計
の
総
額
は
三
百
十
四
億
六
一
千
円
、
七
・
八
パ
ー
セ

ン

ト

の

一

合

引

画

十

か

年

の

前

期

五

か

年

と

お

り

全

員
百
」
及
び
「
地
震
防
災
対
策
に

一

首

長

鈴

木

喜

般
会
計
総
額
三
百
三
十
五
億
六
一
千
六
百
六
十
三
万
三
千
円
で
、
一
申
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す

一
の
仕
上
げ
の
年
で
あ
り
、
ま
た

E
し
こ
・
一
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
に

一

i

一

一

一

f

ア

一

堀

口

菊

雄

早

川
光
図

千
七
百
五
十
芳
三
千
円
で
、
前
一

一一

・
ニ
パ

ー
セ

ン
ト
の
伸
び
一
こ
れ
に
対
し
て
、
市
長
か
ら
一

後

期

五

か

年

計

画

の

布

石

の

年

可

一
一
部
変
更
が
あ
り
ま
し
た
.
一

l

年
当
初
干
算
と
比
較
し
て
四

・一
と

な

っ

て

お

り

、

合

計

で

は

六

一

昭

和

五

十

七

年

度

は

、

木

市

の

一

で

あ

る

の

で

、

国

の

行

政

改

革

五

日

の

本

会

一

室

害

情

成

長

の

と

お

一

早

川

雪

山

中

警

-

-

一

一

件

三

件

が

追

一

一

3

圏
一
な
ど
厳
し
い
行
財

政

環

境

下

で

す

で

す

・

一

白
井
成
夫
冨
軍
政
男

副

一

は

あ

る

が

、

新

総

合

計

画

達

成

一

一増
盟
防
災
対
策
に
関
す
る
慣
査

回
一
の
た
め
の
諸
施
策
を
積
極
的
に

の

富

民

体

育

大

会

対

僚

に

周

す

る

一

l
委
員
会

(
委
員
十
二
名
〉

嗣

一
推
進
し
、
市
民
の

「
い
の
ち
L

一調
査
特
別
委
員
会
(
十
三
名
)
一
委
員
長
秋
山
慎
次
郎

副

一と

「
く
ら
し
」
を
守
り

「
こ
こ

可

決

一

委

員

長

堀

込

徳

二

副

委

員

長

岡

田

修

一一

一ろ
」
を
大
切
に
す
る
市
政
の
硲

一
副
委
員
長
原
田
正
八
郎
一

内
藤
議
一
市
川
正
雄

心
山
一
立
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を

一

閃

す

る

意

見

一

一

パ

日

一

一

内

藤

秀

治

上

田

英

文

一

極

野

褒

明

飯

島

勇

出
一
傾
注
す
る
旨
の
表
明
が
あ
り
、

↑

員

一
致
で
決
一

一

tv

晶

一

一
伊
藤
常
八
組
ロ
精
一

一

中
込
孝
文

三
井
五
郎

混

一

引

き

続

き

「

福

祉

の

向

上

」

「

教

「

塩

専

売

制

一

一

同

同

一

育

・

文

化

の

振

興

」

「

生

活

環

一

「

所

得

税

減

一

岡

伸

市

村

輝

男

一

中

西

久

小

林

康

作

目

一

境
の
繋
備
」

「
産
業

の

保

興

と

の

意

見

舎

の

一

堀

内

光

雄

小

沢

綱

雄

一

小

沢

政

春

宮

島

雅

展

晶

一

都
市
基
鍍
の
登
陥
」
を
要
円
、
と

-本

会

議

で

全

一

土

屋

直

武

川

和

好

一

ー

1
1
1
1
1
-
-

四
校

一
し
た
施
策
の
内
龍
一
的
な
推
進
に

h

し

ま

し

た

.

一

千

野

た

け

る

一

金

峰

前

山

保

町
孝

一

つ

い

て

の

所

信

の

表

明

が

あ

り

一

甲
府
駅
近
代
化
促
進
並
び
に
交
一

市

t
i
l
i
-
-
-
e
l
e
e
-
-
t
-
J
i
c
-
-
i
-
t
i
i
l
e
i
-
-
p
t・
-
:
f
z
r
J

一
護
組
合
議
員

l

胡

l
一

会

代

中

会

内

一

で

主

、

問

め

員

近

会

員

二

を

選

挙

v
t
一

向

れ

た

委

駅

員

委

二

司

J

一
一

般

川

告

の

別

府

委

務

ρ

一
甲
府
市
・
山
梨
市
・
牧
丘
町

L
一
~

設

相

開

成

特

甲

別

総

二

川

股

一

明

間

政

会

会

会

作

両

・

特

、

~一
で
組
織
し
て
い
る
金
峰
前
山
恩

S
1

説

会

質

市

民

員

貝

企

算

会

各

会

二

の

休

般

び

委

委

委

告

子

大

策

員
二
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
議
員
の

向

め

一

及

別

i

任

会

別

会

会

報

・

育

対

委

ご
選
挙
が
、
三
月
二
十
五
日
の
本

m

k

政

疑

特

託

会

常

員

特

長

員

会

例

体

災

務

・

一

'

4

案

の

市

質

旬

付

員

各

委

淳

委

委

員

条

民

防

総

会

二

会

議

で

行

わ

れ

ま

し

た

.

同
J

附

議

制

み

zv

除

時

札

剛

司

附

附

帰

泌

t
峨

色

目

立

こ

の

議

員

は

、

千

代

田

地

区

会

出

来

会

叫

棋

会

例

委

常

会

再

会

例

算

会

算

特

会

会

告

・
報
告
二
の
住
民
の
中
か
ら
本
市
議
会
が

閃

議

本

質

本

条

骨

骨

本

干

休

条

干

休

干

骨

休

本

報

化

間

報

二

二
事
を
行
う
も
の
で
、
次
の
三

円

引

引

引

・

一

氏

が

選

ば

れ

ま

し

た

.
B
h

ワ
-

a

一

ト

ト

H

H

H

H

ト

日

ト

H

H

日

一
一

上

主

叩

町

飯

沼

丹

氏

6

8

1

ロ
ロ

H

同

勾

引

幻

M

お

内
一
上
帯
那
町
末
木
正
名
木
氏

山
一
下
帯
那
町
久
保
問
有
富
氏

、、

-
''
e-、，、

i
r，
一
一
、
‘

.
2
.
、，、.・

5
・，

1
・
〈
《

J:.・
一

世

占

H

A

H

厳
し
い
環
境
の
中
で
も

諸
施
策
を
積
極
的
に
推
進
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 三

月
定
例
市
議
会
は
、
三
月
五
日
に
招
集
さ
れ
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
職
員
定
数
条
例
等
十
三
件
、
昭
和

五
十
七
年
度
干
算
十
件
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
昭
和
五
十
六
年
度
補
正
干
算
八
件
、
収
入
役
の
任
命
等

人
事
実
件
三
件
、
そ
の
他
二
件
の
計
三
十
六
件
を
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
.
ま
た
議
員
提

案
に
よ
る
意
見
書
三
件
を
可
決
し
、
同
じ
く
議
員
提
案
に
よ
る
条
例
案
二
件
は
閉
会
中
審
査
す
る
こ
と
と
し
、

さ
ら
に
駅
近
・
国
体
・
地
震
の
各
調
査
特
別
委
員
会
の
中
間
報
告
が
あ
り
、
三
月
二
十
五
日
に
二
十
一
日
聞
に

わ
た
る
会
期
を
閉
じ
ま
し
た
.
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H

交
通
委
員
会
を
新
設
μ

甲府市議会だ
十十計るそか うがのは
分八画期ので答に山と 、問
見年策問中策 対績予昨
通度定で枢四本応み想年五
し、にあ的次市すすさ度十
て五ある施実のるるれ以七
縦十た.策施総のなる上年
童九つ従延計合かか・に事年てつ 画計。で大厳干
の度はて進期画 ど型し算
あを、こさ聞の の事い編
るも五のれはな よ業も成
額 し思のも市計
問 う最重の画
財門にと下行が~要十 Z

悩み 福宮芸 つ財水品よ富島主主
.. 品 事量い政道幸32型詰上

I lIiiIiiIiiiiiii ¥ ¥ E葬て 負事 ある脅あお iる努もり
頑耐 ¥ 、 キ売 担業・方今凶:そ作

コ 九'ム即1マ. .寸
大津終末処理場 が多 京E罰長去

りすれ駅はるに つ市市地上 込そ次々 れ く今と負るえ市資償た市今
ぷ刊J¥¥'t面答ザ民の手問 字詰計るな村喜担のほき答吋雲悲
哀約四士の地の五るEE詰る土 市 いは和 J震宍で績のな、要快要下に 考で
警72出華喜詰zヵ;Z主雪主君 民 そ25占完喜2富喜ゑE主君Z室3zf童
話言語虫学星空fztZて語 負 Egg型;.日正i主主薬品喜一言
語倍T華25z、?車Z2支 | 担 度あE2に しまの大事営ZZZE喜兵
詰よ長SE主Zz AA竺2F聞の 宣R草2更ごそ室ZZ Y主主しit T Z 

官烹ZiAif;品iZ護vjztiti答軒;号事問市 非15322認可ド::Efl問
干周刊誌 2比九産策出品2253五iii少521iiU2AHZi;3
521iifi?ii11税は ii3872Ziffh訪問135titititp;223
.F器言語間函 Z 4ZZ喜 l z持管長石器手Zーヵ:語E主義Eをに;:で写2長Z言t4t お22:
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一
般
質
問
は
、
=
一
月
八
日
か
ら
十
日
ま
で
三
日
間
に
わ
た
り
、
小
林
康
作

(
公
明
党
)
、
早
川
武
男
(
政
友
会
)
、
白
井
成
夫
(
公
正
グ
ラ
プ
〉
、
宮

北
政
男
(
新
政
グ
ラ
プ
)
、
武
川
和
好

(
共
斥
党
〉

、
福
島
勇
(
政
和
会
)

小
林
匡
・
飯
島
勇
(
社
会
党
)
、
市
村
輝
男
(
市
民
グ
ラ
プ
)
の
九
氏
が
各

党
波
を
代
表
し
て
、
昭
和
五
十
じ
年
度
十
立
の
内
容
、
下
水
道
事
業
、
動
物

園
移
転
等
当
面
す
る
市
政
の
問
題
市
を
中
心
に
活
発
な
質
問
を
展
開
し
ま
し

た
。
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
.

111111111111111111111111川11111111)111111山川11111川H

り

大

型

事

業

の

推

進

に

努

力

よ第53号

交
通
諸
問
題
に
対
応

昭
和
五
十
七
年
三
月
定
例
会
質
問
要
旨

氏

名

一

会

誠

一

質

問

の

要

旨

一

二
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

一

二
定
年
制
の
対
応
に
つ
い
て

一

二

委

託

料

執

行

一

元
化
に
つ

小

林

成

作

一

公

明

党

一

い

て

一

二

老

人

医

療

費

無

料

化
に
つ

一

一

い

て

一

=
都
市
防
災
対
策
に
つ
い
て

一
一
昭
和
五
十
七
年
度
予
算
に

一

つ

い

て

一

ω
市
税
収
入
の
見
積
り
と

一
そ
の
確
保
に
つ
い
て

二

回

一

一

ω
固
定
資
産
税
の
評
価
替

二

早

川

武

男

一

政

友

会

一

に

つ

い

て

二

l

J

-
一

一

一

公

共

事

業

の

適

正

な

執

行

一

一

一

一

(

入

札

制

度

の

改

善

)

に

二

し

一

つ
い
て

二

一

一
一
甲
府
駅
近
代
化
に
伴
う
周

二

一

一
辺
整
備
に
つ
い
て

一一
!
l
lつ
|
|
|
司
副
割
削
削
劃
釦
引
川

一一

一

一

て

一一

一

一

一

老
人
福
祉
に
つ
い
て
(
直

一一

一

一

療

冊

目
、
ゲ
l
ト
ポ
ー
ル
場

利
二
白
井
成
夫
一
公
正
グ
ラ
ブ
一
設
也
等
)

比二

:

一

一

一

汗

水
道
整
備
計
画
に
つ
い

一一

一

一

一

高
校
学
区
に
つ
い
て

レニ

|
|
L
|

仁
」
直
嘩
牒
向
山

一

一

一

一
一
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い

一

一

一

一

て

一

一

一

一

川

行

財

政

改

革

(

予

算

、

二

I
く

K
3
一

f

一
l

機
構
、
事
業
等
)

一
一
富
永
政
男
一
新
政
グ
ラ
ブ
一
一
水
道
行
政
に
関
す
る
問
題

一

一

一

一

に

つ

い

て

一

一

一

一

一

教

育

問

題

(

青

少

年

対

策

一
一

一

一
ほ
か
)
に
つ
い
て

一

一

一

一
一
市
長
の
政
治
姿
勢
に

つ
い

一一

一

一
て

二

t
l
日

子

一

一

昭

和

五

十

七

年

度

干

算

に

一
一
武
川
和
好
一
日
本
共
産
党
一
一
つ
い
て

一

一

一

一

一

老

人

医

療

費

無

料

化

制

度

一

一

一

一

に

つ

い

て

一

一

一

一

一

市

長

の

政

治

姿

勢

に

つ

い

一一

一

一
て

一一

一

一
一
昭
和
五
十
七
年
度
予
算
に

一
一
福
島
土
政
和
会
一
一
つ
長
住
宅
街
の
道
路
計
画

一

一

一

に

つ
い
て

一

一

一
一
青
少
年
対
策
の

二
元
化
に

一

一

一

つ
い
て

一

一

一

地

方

行
財
政
対
策
に
つ
い

一

一

て

一

三

空

局

題

と

情

報

公

開

に

小
林
匡
一
日
本
社
会
党
一
つ
い
て

一

=

教

科

書

検

定

制

度

に

つ

い

一

一

て

一

=

交

通

対

策

に

つ

い

て

一

一

一

六

大

施

策

と
十
大
プ
ロ
ジ

一

一

エ

ク

ト

に

つ
い
て

一

一

一

青

葉

町

グ

ラ

y
ド
跡
地
へ

一

一

の

小

学

校

建

設

に

つ
い
て

age-

一
一
荒
川
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て

飯
島
勇
一

r

ご
職
員
の
労
働
条
件
に
つ
い

一

一

て

一

=

地

域

問

題

(

転

作

作

物

・

↑

一

農

業

振

興

の

基

盤

整

備

・

民

一

一

有

休

振

興

〉

に

つ

い

て

一

一
一
老
人
福
祉
な
ら
び
に
医
療

一

一

軍

守

に

つ

い

て

一

=

公

害

問

題

(

美

化

運

動

に

一

一

つ

い

て

)

市
村
輝
男
一
市
民
ク
ラ
プ
士
農
業
問
題
(
農
地
銀
行
に

一

一

つ

い

て

一

二

教

育

問

題

(

非

行

対

応

に

一

一

つ

い

て

)

一

一

一

動

物

園

問

題

に

つ
い
て
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予算特別委員会
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量

委
員
一
加
に
努
め
市
民
要
望
に
応
え
て
一
る
の
で
、
建
設
地
に
つ
い
て
は
一
豊
富
が
み
ら
れ
既
存
の
小
一
い
て
は
慎
重
に
検
討
す
る
こ
一

特

別

会

計

予

算

上

固

ま

量

失

一
い
く
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し
一
三
Y
ス
の
と
れ
た
配
置
を
土
産
に
与
え
る
蓄
が
大
き
い
一
と
・

一

(

病

院

霊

会

計

〉

向

藤

源

一

塩

野

積

明

一た
・

一
分
配
慮
し
検
討
す
る
こ
と
.

一
号
、
こ
れ
ら
既
存
小
売
庖
に
一
国
体
の
華
強
化
対
策
に
つ
一

患
者
の
減
少
の
自
主
し

は

目

白

河

川

一

・

市

民

総

参

加

在

一

一

戸

M
M
M
M
M
M一
対
す
る
経
営
の
近
代
化
、
合
理
一
い
て
は
、
で
き
る
だ
け
同
種
の
一
く
分
析
し
な
が
ら
医
師
、
看
護

岡

伸

長

灘

正

左

衛

門

一

と

対

百

一

τ対
策
を

R
極
的
こ
推
進
す
る
一
団
体
は
整
理
統
合
し
、
集
中
的
一錫
等
医
局
と
事
務
局
が
一
体
と

一

リ

一

ぇ

、

組

織

の

一

元

化

な

ど

青

少

1
・

1

l

一

こ

一

市
村
輝
男
原
田
正
八
郎
一
市
民
総
書
加
体
需
の
必
要
性
一
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
一
こ
と

一6
干
算
を
投
入
す
る
な
か
で
実
一
な
っ
て
経
営
の
改
善
に
努
め、

ね

昨

日

誌

一

日

訪

問

1院
内
む
の
、
よ
り
効
果

2
3
2一
(土
木
費
〉
公
営
住
宅
建
設
計
一
効

U
U引
い

引

け

い

十

一
医
師
の

言

、

喜

の
信
頼
感

小

沢

政

春

秋

山
懐
次
郎
一を

E
に
反
れ
す
る
た
め
の
各
一
講
じ
る
こ
と
・
一
面
に
日
て
は
、
土
地
購
入
費
一
充
実
の
た
め
の
予
算
的
配
慮
む
の
確
保
、
薬
の
整
理
、
統
合
等

土

屋

直

宮

北

政

男

一

一

身

体

障

害

者

庖

用

促

進

法

の

一

等

の

帯

t
も
あ
る
が
、
建
設
場
一

一に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

一

種

委

員

会

な

ど

が

傾

雑

化

し

て

一

一

ー

一

し

、

社

会

体

育

の

底

辺

の

路

大

一

千
野
た
け
る
武
川
和
好
一
、
一
証
旨
を
符
ま
え
、
事
業
所
等
の
一
所
が
同
一
方
面
に
集
中
し
す
き
一

一に一

mmの
努
力
を
図
る
こ
と
・

一

か

と

質

し

た

の

に

対

し

一

一

、

一

を

図

る

こ

と

.

一

一

一

解

を

求

め

る

中

で

そ

の

職

域

一

て

い

る

き

ら

い

が

あ

る

の

で

一

一

(

水

道

事

舞

金

計

〉

一
て
、
巾
民
総
怠
加

と

対

話

』

主

一

一

一

一

一

一

の

体

大

に

努

め

る

こ

と

・

ま

た

一

都

市

対

策

、

土

地

対

策

上

か

ら

一

歳

入

一

と

く
に
甲
府
耳
目
工
事
協
同

一
要
施
策
の

一
つ
で
あ

る

の

で

今

一

一

一

一

一

一

一

点

字

プ

ロ

ッ

ク

等

福

祉

事

業

に

一

今

後

市

内

全

域

に

均

衡

カ

保

た

一

魅
力
あ
る
都
市
政
策
を
進
め
一
組
合
へ
の
業
務
委
託
内
容
に
論

一

後

も

積

極

的

に

推

進

し

て

い

く

一

一

一

一

，
r・
・
、

l
l
A
L
h
'

一

一

つ

い

て

は

、
障
害
者
の
立
場
に
一
れ
る
よ
う
な
配
慮
と
、
市
民
こ
る
中
で
企
業
の
市
外
流
出
を
防
一
議
が
集
中
し
、
当
局
か
ら
今
後

-
L
J
v
t
w
v句

c
-
ず
B
E
d
上
市
戸
、

一
が
、
組
織
に
つ

い
て
は

T
F
E
一

一

一

一

多

努

て

司

諒

一

限

り

簡

素

化

す

る

検

討

と

恥

一

三

め

細

か

い

配

管

行

一

七

い

ト

日

訪

問

一

A訪
問

絞

れ

一

時

間

刊

誌

れ

れ

一
口
に
つ
い
て
も
十
分
配
地
し
て
一
チ
ピ

ッ
コ
広
場
に
つ
い
て
一
る
v

・

一

一

一

一

一

一付
税
、
市
償
等
を
的
硲
に
抱
建
一
項
の
範
囲
に
つ
い
て
は
厳
し
く

一
い
き
た
い
と
の
姿
勢
が
示
さ
れ
一
は
、
年
次
的
な
計
画
を
た
て
整
一
(
教
育
費
〉
資
重
な
遺
跡
が
発
一
し
、

同
重
し
の
誤
ら
な
い
財
政
一
点
検
し
指
導
し
て
い
く
と
の
姿

・

市

税

収

入

の

確

保

と

干

想

し

て

い

る

・

予

算

編

成

を

行

っ

た

が

、
今
後

τし
た
・
一
備
の
促
進
を
図
る
こ
と
.
一
見
さ
れ
た
場
合
の
対
応
策
に
つ
冨
営
を
行
う
こ
と
・

一
勢
が
示
さ
れ
た
・

と

予

算

編

成

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
回
、
一
も

E
2、
分
析
し
有
効
に
一

一

般

会

計

予

算

一

h
-
u日日
刊

誌

総
括
質
問
で
は
、
国
の
行
聖
市
税
が
大
き
な
見
絞
り
に
な
一
県
の
よ
う
な
一

O
パ
ー
セ
ン
ト
一
活
胤
さ
れ
る
よ
う
努
力
を
続
け
一
歳

出

一
で
も
あ
る
の
で
早
則
に
実
現
す
-

改
革
の
影
響
や
自
治
体
を
と
ム
っ
て
い
る
が
、
完
全
に
確
保
で
一
削
減
と
い
っ
た
基
準
は
設
け
な
一
て
い
き
た
い
・
一
〈
総
務
費
〉
総
合
市
民
会
館
に
一
る
た
め
の
、
よ
り

一
層
の
努
力
干

ま
く
厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
の
一
き
る
か
ど
う
か
、
ま
た
予
算
編
一
か
っ
た
が
、
市
民
の
た
め
に
実
一
経
常
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
一
つ
い
て
は
、
現
在
市
民
の
主
化
一
を
図
る
こ
と
・
一

中
で
の
、
市
政
執
行
に
対
三
成
方
針
に
つ
い
て
質
し
た
の
に
一
効
の
あ
が
る
効
率
的
な
財
源
活
一
今
後
と
も
防
力
削
減
を
旬
、
一
的
施
設
が
き
わ
め
て
近
距
離
に
一
市
内
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生
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・
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住宅建設用地取得 172，733 
道路舗装 329，878 
道路新設改良 756，148 
借りょう改良(新平和橋、西原棉ほか 113，680
上水道建設、改良、拡張 6，446，273 
下水道建設 4，995，= 
処理場築造 1，413，957 
火葬場建設 'Y)7，924 
公害対策 30，342 
都市公園建設 お8，378
緑化推進(学校、街路、庁舎 25，470
0産業振興、都市基盤整備のための事業 (3，202，347)
鵡工業資金貸付 1，ω1，734 
観光開発整備 9，089 
地籍調査 23，423 
林道設備 45，680 
街路事業の施工(上阿原町寿町線、善光寺町敷島線
ほか 756，8括

。行政サービス推進のための事業 (820.407) 
庁舎冷暖房装置設置 132，287 

国民体育大会施設整備 556，358 
南西地区窓口サービスセンター開設 2J，347 

昭和57年度の主要な事業
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(4) 昭和57年5月1日りよだ会議市型車53号
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